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《電池交換の方法》

下津原西区での乗車

手順１ 手順2 手順3

【ご利用者様から一言】
毎週利用してます。
ケアバスが廻って来る様になりとても便利になりました。

診療を終えられて

運行時間

月～金 （迎え）
午前８時30から病院発

月～金 （送り）
午前11時30から病院発
※各行政区単位でバス停を設置
していますがバス停以外での乗
り降りも可能です。
詳しいバス時刻や搭乗場所は、和
水町立病院事務部総務係までお
問い合わせください。
☎0968ｰ86ｰ3105

電池ランプが赤色
で点滅したら、電池
交換のサインです。

少し押しながら矢印
の方向にスライドし
てください。

乾電池（単２）４本の交換を
お願いします。
電池の＋－を間違えないよ
うにお願いします。
※電池交換は、個人負担となります。

78人 ２人Ｈ22年
86人 ３人Ｈ23年
82人Ｈ24年

県内 和水町
【過去３年間交通事故死者数】

※警察統計資料から
１人

和水町立病院では、来院の交通が困難な患者様を対象に月曜日から金曜日にかけ曜日別に三加和地
区を３ルート、菊水地区を２ルートでの送迎を行っています。
平成25年度から和水町全域を運行することを目指し、ルートの拡張や分かりやすい乗り場の設定を行い

ました。以前は、廻る事のできなかった行政区も平成25年７月から新規バスルートを取り入れています。
　また、バス乗り場も各停留所に看板を設置し、看板にはバスが廻って来る曜日と時間を明記しています。
通院の交通手段としてご利用ください（お見舞いや入院時にもご利用できます。）。

ケアバス運行中！ 防災行政無線も導入から５年を迎えました。電池の消耗が見受けられるようになりましたので、電池交換
方法をご紹介します。
防災行政無線は、大規模な災害が発生した場合などに重要な役割を果たします。
万一の場合に備えて、定期的な点検をよろしくお願いします。

熊本県、熊本県警察及び各市町村では、尊い人命が交通事故によって再び失われることが決してない安全で安心し

て暮らせる社会の実現を目指し、｢世界道路交通犠牲者の日｣に合わせ、過去三年間（平成22年～平成24年）において

県内で発生した交通死亡事故の現場（高速道を除く。）に、運動の統一アイテムとして｢黄色い風車」を掲示します。

この運動は、悲惨な交通事故を決して風化させることなく、尊い命を絶たれた犠牲者からの事故根絶を願う〝声な

き声〞を｢黄色い風車｣に託して社会に伝えるとともに、ご遺族に対する支援意識の高揚を目的として実施するものです。

私たちの生活の中で交通事故は、誰もが被害者になりますし、又は、加害者となりうる現状があります。この機会に、悲

惨な交通事故を根絶するために何が出来るのかを一人ひとりが自分のこととして置き換えて考えてみましょう。

（注意事項）
乾電池の交換をしなくてもコンセントの電源を利用すれば、放送は聞くことが出来ますが、停電した場合は、聞く

ことが出来ません。

個別受信機の電池交換は
お済みですか？

かざぐるま

問い合わせ先　本庁　総務課　消防交通係　　☎0968・86・5720

問い合わせ先　本庁　総務課　消防交通係　　☎0968・86・5720
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交通事故死ゼロの風を吹かせる「黄色い風車」運動
運動の概要とお知らせ

運動の期間
11月15日（金）から12月１日（日）　17日間

和水町立病院

ケアバス

総務課 農業委員会 経済課 健康福祉課
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